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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、サモアおよびオーストラリアでの現地調査と資料収集を実施し、オセアニア島
嶼地域における聴覚障害者と軸とした障害者福祉の実態と課題の検討を行った。その結果、
NGO が重要な位置を占める同地域の障害者福祉においては、国際援助が重要な基盤となって
おり、援助の枠組みに対応して「障害」概念が設定され、NGO や住民はそのような概念や資
源を便宜的あるいは実用的に利用しながら「障害」圏ともいえるネットワークを構築している
ことが明らかとなった。これを踏まえ、援助の枠組みをより包括的かつ柔軟にすることで、こ
のようなネットワークをより広く有効に活用してゆく方向性を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 In this research project, I conducted intensive fieldwork and collecting materials in 

Samoa and Australia to consider frameworks and problems of welfare system for people 

with disability in the Pacific Islands. I could clarify that international aids introduced the 

concept of “disability” to these societies and people and NGOs constructed “disability 

sphere” using the resources from the aids opportunistically and pragmatically. From these 

facts, I suggested that the framework of international aids get more inclusive and flexible 

and both aid-givers and aid-takers make “disability sphere” use broadly and effectively. 
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１．研究開始当初の背景 

 オセアニア島嶼地域では、1990 年代以降
のグローバル化の潮流に乗って国際機関や
既存の NGO による活動が活発化し、障害者
福祉の分野でも民間の国際的なネットワー
クを軸とした新たな枠組みが作られようと
している。こうした枠組みは、これまで実現
されなかった国家による福祉を補完する仕
組みとして期待される一方、各国家や地域住
民との協調関係を構築し、対象社会に即した
福祉の枠組みとして十分な継続性を確保で

きるかが大きな課題となっている。 

 本研究の問題意識は、2002年から 2006年
にかけてオセアニア島嶼地域のサモア独立
国で 3回にわたるフィールドワークを実施す
るなかで醸成されてきた。これらの調査を通
して明らかになったのは、主な調査地であっ
たサモア独立国をはじめとするオセアニア
島嶼地域の多くの小規模国では、いまだ国家
による社会福祉政策が十分に及ばない高齢
者福祉や障害者福祉の領域を中心に、政府が
地域住民や NGO の関与を積極的に促進し、
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それを統制することで各種サービスの提供
を実現しようとしている実態である。そこで
は、従来からの親族によるケアや地域の看護
師による巡回診療といったコミュニティ・ベ
ースの対応を軸とした高齢者福祉に対し、専
門の技能や経験を要する障害者福祉では
NGO などの国際的なネットワークを有する
アソシエーション型の組織に大きな役割が
期待されている。しかし、実際には、これの
組織が提供する福祉サービスが障害者のラ
イフサイクルの一部に限られる点、組織の活
動が障害者間のつながりよりも支援者側の
国際的なネットワークに強く依存している
点、その結果スタッフの補充や障害者の親族
などとの関係に齟齬をきたしている点など
の課題も明らかとなっている。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、主にオセアニア島嶼地域のサ
モア独立国における障害者支援 NGO「障害
者のためのチャレンジ精神の会 (Loto 

Taumafai Society for Disabled)」の取り組み
に焦点をあて、その活動実態や対象社会との
関係性、さらには国際的なネットワークを検
討することで、同地域の事情に即した障害者
福祉のあり方を文化人類学的視点から実証
的に研究する。 

障害者福祉に関する研究は、これまで国家
による障害者教育や生活支援がすでに展開
され、制度によって「障害者」として囲い込
まれた「先進国」を主な対象として展開して
きた。そこでは、例えば、聴覚障害者福祉で
あれば、近代以降の聴覚障害者教育の普及に
よるスピーチ・コミュニティ (Speech 

Comunity)形成の意義や、そのスピーチ・コ
ミュニティを基盤としたろう者独自の文化
(「ろう文化」)に対する認知などが主要な問
題として論じられてきた。しかし、サモア独
立国のようなオセアニア島嶼地域の小規模
国家においては、障害者教育や生活支援など
の制度による囲い込まれたが行われてきた
経緯がほとんどなく、聴覚障害者をめぐる議
論の土台となってきたスピーチ・コミュニテ
ィが形成されているとは言い難い。実際に、
本研究が主たる対象とした「障害者のための
チャレンジ精神の会」においても、聴覚障害
者は主たる対象の 1つではあるものの、他の
障害種別の者とあまり区別されることなく、
また障害者という範疇も明確でないまま、活
動が展開されている。したがって、本研究で
は、同地域の障害者福祉を、制度的な意味に
限ることなく、親族や地域社会、NGO 組織
や政府、あるいは援助国や国際機関といった
複合的な主体の関与のもとに捉え、より実社
会に適した聴覚障害者福祉の枠組みを検討
する。 

 

 

３．研究の方法 

本研究では、(1)NGO組織の構造と活動実態、
(2)支援対象者や住民との関係性、(3)国家内お
よび国際的ネットワークにおける位置づけ、
の 3点から検討を加える。 

 まず、「障害者のためのチャレンジ精神の
会」の組織構造や活動実態をサモア政府や同
組織の関連資料、さらには組織関係者やサー
ビス利用者への聴き取り調査によって解明
する。そのうえで、制度や障害者同士の関係
性よりも支援者側の国際的なネットワーク
に依存する障害者福祉の地域的・構造的課題
を明らかにする。 

 次に、支援対象者や住民との関係性に着目
し、国家や NGO 組織が提示する「障害」の
概念や支援の枠組みが、住民によってどのよ
うに理解され、またどのような解釈のもとに
NGO 組織の活動に関与しているのかを、各
家庭や巡回支援サービスの場への参与観察
にもとづいて考察する。ここでは、従来の障
害研究のように「障害」という規定の政治性
やそこに潜む能力中心主義に切り込むこと
以上に、制度的な囲い込みを欠いたサモアの
ような状況下において、「障害」という立場
が受容されるのかといった、より根本的な地
点から検討する。 

 そして、最後に、組織が活動を継続し展開
してゆくうえで重要となるサモア政府や援
助国、あるいは国際機関や他の NGO 組織と
の間の位置づけを検討する。先行研究によれ
ば、地域社会、援助国や国際機関、政府とい
った「下」「外部」「上」からの圧力こそが、
NGO 活動の理念や活動の動向に大きな影響
をあたえているという。本研究では、調査対
象をこのような関係機関や組織にまで広げ、
公文書や報告書といった関連資料の収集や
関係者への聴き取り調査によって、そこでの
社会的力学を解明し、支援者主導の運営やミ
クロレベルでの住民たちとのズレが生じる
原因やその調整を阻む構造的な要因を示す。 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、サモアおよびオーストラリア
で現地調査を行った。サモアでは、「障害者
のためのチャレンジ精神の会」で参与観察を
行うとともに、障害関連の他の NGO での聞
き取り調査を実施した。また、障害者福祉や
海外援助の受け入れなどに関与している保
健省、女性コミュニティ社会開発省、教育ス
ポーツ文化省を訪問し、担当者への聞き取り
や資料の収集を行った。一方、オーストラリ
アでは、国立図書館やオーストラリア国立大
学付属図書館、聴覚視覚障害児のための王立
協 会 や オ ー ス ト ラ リ ア 国 際 開 発 庁



 

 

(AusADID)においてオセアニア島嶼地域の
障害者政策に関する資料収集を行った。その
結果、研究の方法に挙げた(1)～(3)に関して次
のことが明らかとなった。 

 まず、(1) NGO組織の構造と活動実態に関
しては、「障害者のためのチャレンジ精神の
会」は、村落在住の障害者に対するアウトリ
ーチ方式の巡回援助サービスとバス送迎を
活用したフリースクールを主な活動内容と
している。実際の運営においては、それらに
要する資金や資材をほぼ全面的にサモア政
府および外国からの援助に依存している。フ
リースクールには、公教育における就学年齢
を超過した者も含めた幅広い年齢層の障害
区分や重度を異にする「障害」者とともに、
様々な事情で公立学校に通えない／通わな
い者も通学している。このような現実にも関
わらず、外部からの援助には「障害者支援」
という名目が付くことが多いため、現場では
後者のような者に対して「学習遅滞者(Slow 
Learner)」といった名称が便宜的に使用され
るという事態が生じている。また、スペシャ
ル・オリンピック等の行事に際しては、それ
に応じて適当な「障害者」集団が暫定的に構
成されることもある。これは、そもそも「障
害」という括りがなかったサモア社会に国際
援助の浸透にともなって「障害者福祉」とい
う枠組みがもたらされ、それを基盤に NGO 活
動が興隆した結果もたらされた構造的な齟
齬を示す一例と言える。 
 次に、(2)支援対象者や住民との関係性に関
しては、人びとの間における「障害」という
認識が、制度による一律的な規定を通してで
はなく、主に NGO などが提供する支援やサ
ービスへの個別的な接触と関係性の継続・発
展を通して受容されている実態が明らかに
なった。具体的な例としては、「障害者のた
めのチャレンジ精神の会」による巡回援助サ
ービスでは、各村落に在住する支援対象者に
対して個別に支援器具やサービスなどをア
レンジし提供している。その結果、制度によ
る「障害」という概念が浸透していない人び
との間では、このような器具やサービスの受
容が周囲の人びととの異化や支援組織や他
の支援対象者との繋がりを想像させること
につながっている。現在のサモア社会では、
こうして生じる「障害圏」とも呼びうるよう
な関係性のネットワークを通して「障害」と
いうものが顕在化している。このような事情
から、「障害」という認識は、帰属や個人の
属性ではなく、あくまでもこのような関係性
の継続を通して認識されている。これは障害
者としての連帯という枠組みを難しくする
一方で、障害者が集団として排除させるとい
う事態も生じにくくしていると考えられる。 
 最後に、(3)国家内や国際的ネットワークに
おける位置づけに関しては、1990 年代以降

の変遷をたどるなかで以下のことが明らか
になった。サモアでは、他のオセアニア島嶼
地域同様に 1981 年の国連「国際障害者年」
以降、障害者福祉は停滞をしていた。しかし、
1990 年代の NGO 活動の興隆を契機として
民間主導でのサービス構築が注目され、1997

年にはオセアニア地域での NGO による国際
会合を 1つの契機として全ての NGO の包括
組織(SUNGO)が設置されることになった。
また、2003 年には障害者福祉関係の政府関
係省庁と NGO との間で会合が開かれ、援護
の獲得と円滑な運用のための用語や理念の
共有が図られた。この際、「障害(disability)」
を意味する現地語の翻訳概念「マナオガ・フ
ァッアピトア(manaoga fa’apitoa：特別な要
求)」も初めて設定された。そして、昨年から
はオーストラリア政府による「障害」分野へ
の大規模援助を基盤として、政府関係省庁と
NGO との間での意思疎通や役割の確認が進
められている。 

このような経緯と(1)(2)の検討結果を重ね
合わせて見るならば、対外援助や国際的な動
向を基盤として政府と NGO との関係付けや
その再定義が行われ、それらからの援助を基
盤とした NGO のサービスを地域社会の側が
選択的に受容している状況が明らかになる。
NGO は、変化してゆく援助の枠組みに合わ
せて「障害」を提示しつつ、実際の活動では
「障害」という概念をずらしながら活動の領
域と継続性を確保している。一方、人びとは、
NGO によるサービス提供等の持続可能性に
確信を持たず、あくまでも関係性の 1つとし
て対応している。このようなメカニズムによ
り、現状では「障害」概念をめぐる各層の認
識のズレが顕在化されることなく、NGO を
軸とした障害者福祉が展開されているので
ある。 

 以上のような状況を踏まえると、聴覚障害
者福祉の枠組み構築に向けては、まず援助側
がこのような援助対象社会の状況を受け止
めて障害という援助の枠組みをより柔軟で
包括的なものへと調整することが望まれる。
本研究が対象としたオセアニア島嶼地域の
諸社会では、これまでの国際援助が対象社会
に障害というものを制度として創りだそう
とする一方で、対象社会の NGO や住民はそれ
に対応した受け皿としての「障害」を作り出
す傾向があった。現実として、小規模なオセ
アニア島嶼地域の諸社会では社会制度や細
かな内部区分を前提として提示される援助
側の障害観に対応することは難しく、人びと
は実用的かつ流動的に援助を基盤とした資
源にアクセスする状況が生じている。この過
程で生み出される「障害圏」と呼びうるよう
なネットワークには、NGO 活動を軸として障
害区分を超えた関係性が構築され、当事者が
それまでの社会関係を大きく改変すること



 

 

なく参与できるという利点がある。例えば、
手話使用者によるスピーチ・コミュニティに
しても、社会規模が小さいため障害者のみで
構成することは難しく、障害区分を超えた参
加・交流や社会から聴覚障害者を切り離さな
い工夫がより重要になっている。したがって、
同地域における聴覚障害者福祉は、制度とし
ての確立よりもこのようなネットワークを
調整し広く活用してゆく方向を模索する方
が有効であるといえるだろう。 
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